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NUREG 図書の Staggered 試験用のアルファファクタ定式化法が，Non-staggered 試験用の定式化法と整合して

いない可能性が指摘されている。本報告では，Staggered 試験用のアルファファクタ定式化法に係る検討結果

を紹介する。 
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1. 背景と課題 

米国原子力規制委員会（NRC）発行の NUREG 図書[1]に，共通原因故障（CCF）発生確率を評価するため

の代表的なモデルの一つとしてアルファファクタ法が紹介されている。アルファファクタ（k
(m) (-)）及び特

定の機器の故障確率（Qt (-)）は，以下の式で定義される。 
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ここで，aCb：全 a 個の機器から b 個の機器を選ぶ際の組み合わせの数 (-)，Qk
(m)：全 m 個のうちの特定の

k 個の機器の CCF 発生確率 (-)である。文献[1]には，Qk
(m)，Qt，k

(m)の関係式として，以下の 2 つが紹介され

ている。 
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しかしながら，試験方法（Non-staggered 試験，Staggered 試験）によらず，Qk
(m)，Qt，k

(m)の関係式が(3)式

となることが理論的に導ける[2]ことから，文献[1]の Staggered 試験のアルファファクタ定式化法に何らかの

不整合が存在する可能性が示唆される。 
 

2. アルファファクタ定式化法 

本研究過程で，Staggered 試験と Non-staggered 試験の本質的な相違点が明らかとなった。即ち，Staggered

試験は m 個の機器全体（システム）に係る試験ではなく，個々の機器に係る試験のため，Staggered 試験のイ

ンパクトベクトル（試験の結果得られる故障状態のデータ）からシステム

ファクタであるk
(m)を計算する際には，インパクトベクトル（nk

(m)）を同時

故障機器数（k）で除する必要があることが分かった。すなわち，Staggered

試験における nk
(m)とk

(m)の関係式を，右に示す(5)式とすることで，NUREG

図書[1]の不整合を解消できた。 
 

3. 結論 

Staggered 試験におけるアルファファクタ定式化法を提案し，提案した手法が Non-staggered 試験における

定式化法と整合することを確認することができた。 
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